
　

鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
境
内

　

鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
境
内

に
あ
る
鎌
倉
文
華
館
鶴
岡
ミ

に
あ
る
鎌
倉
文
華
館
鶴
岡
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
９
月
６
日
ま

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
９
月
６
日
ま

で
「
雪
洞　

ぼ
ん
ぼ
り　

Ｂ

で
「
雪
洞　

ぼ
ん
ぼ
り　

Ｂ

Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
の
展
覧
会

Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
の
展
覧
会

が
開
か
れ
て
い
る

が
開
か
れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

ぼ
ん
ぼ
り
祭
が
開
始
さ
れ

　

ぼ
ん
ぼ
り
祭
が
開
始
さ
れ

た
１
９
３
８
年
（
昭
和

た
１
９
３
８
年
（
昭
和
1313
）

当
初
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で

当
初
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で

の
作
品
を
、
戦
前
、
戦
時

の
作
品
を
、
戦
前
、
戦
時

中
、
戦
後
、
昭
和
末
期
、
平

中
、
戦
後
、
昭
和
末
期
、
平

成
の
５
期
に
分
け
て
展
示
。

成
の
５
期
に
分
け
て
展
示
。

　

里
見
弴
は
じ
め
永
井
龍

　

里
見
弴
は
じ
め
永
井
龍

　

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
が
解
除

　

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
が
解
除

さ
れ
た
ら
感
染
拡
大
に
陥
っ

さ
れ
た
ら
感
染
拡
大
に
陥
っ

っ
た
。
思
う
よ
う
に
は
い
か

っ
た
。
思
う
よ
う
に
は
い
か

な
い
よ
う
だ
。だ
が
、絵
の
中

な
い
よ
う
だ
。だ
が
、絵
の
中

で
は
思
う
よ
う
に
で
き
る
。

で
は
思
う
よ
う
に
で
き
る
。

　

鶴
岡
八
幡
宮
は
、
朱
色
と

　

鶴
岡
八
幡
宮
は
、
朱
色
と

緑
が
競
い
合
い
、
そ
こ
に
空

緑
が
競
い
合
い
、
そ
こ
に
空

や
土
、
さ
ら
に
人
々
が
参
戦

や
土
、
さ
ら
に
人
々
が
参
戦

す
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
に

す
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
に

混
戦
状
態
と
な
る
。

混
戦
状
態
と
な
る
。

　

赤
と
緑
は
補
色
だ
が
、
明

　

赤
と
緑
は
補
色
だ
が
、
明

度
は
似
か
よ
っ
て
い
る
。
そ

度
は
似
か
よ
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
明
度
差
を
小
さ
く
し
て

こ
で
明
度
差
を
小
さ
く
し
て

ま
と
め
て
み
た
。
明
度
差
が

ま
と
め
て
み
た
。
明
度
差
が

小
さ
い
と
メ
リ
ハ
リ
が
弱
く

小
さ
い
と
メ
リ
ハ
リ
が
弱
く

な
る
。
そ
の
分
、
色
相
対
比

な
る
。
そ
の
分
、
色
相
対
比

と
彩
度
対
比
を
強
く
し
た
。

と
彩
度
対
比
を
強
く
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
も
収
束
す
る
と
よ

　

コ
ロ
ナ
も
収
束
す
る
と
よ

い
の
だ
が
。

い
の
だ
が
。

　

ア
ク
リ
ル

　

ア
ク
リ
ル
4545
・
５
×

・
５
×
5353
㎝

男
、川
端
康
成（
掛
け
軸
）、横

男
、川
端
康
成（
掛
け
軸
）、横

山
隆
一
ら
鎌
倉
文
士
と
呼
ば

山
隆
一
ら
鎌
倉
文
士
と
呼
ば

れ
る
文
化
人
、有
島
生
馬
、平

れ
る
文
化
人
、有
島
生
馬
、平

山
郁
夫
ら
の
画
家
や
北
大
路

山
郁
夫
ら
の
画
家
や
北
大
路

魯
山
人（
陶
芸
家
）、
朝
比
奈

魯
山
人（
陶
芸
家
）、
朝
比
奈

宗
源（
元
円
覚
寺
派
管
長
）、

宗
源（
元
円
覚
寺
派
管
長
）、

山
崎
方
代（
歌
人
）、
中
村
吉

山
崎
方
代（
歌
人
）、
中
村
吉

右
衛
門
（
歌
舞
伎
役
者
）、山

右
衛
門
（
歌
舞
伎
役
者
）、山

下
泰
裕
（
柔
道
家
）
ら
の
書

下
泰
裕
（
柔
道
家
）
ら
の
書

画
ほ
か
、
掛
け
軸
な
ど
を
含

画
ほ
か
、
掛
け
軸
な
ど
を
含

め
て
約
１
５
０
点
を
展
示
。

め
て
約
１
５
０
点
を
展
示
。

　

観
覧
料
６
０
０
円
、
小
中

　

観
覧
料
６
０
０
円
、
小
中

学
生
３
０
０
円
。
鎌
倉
文
華

学
生
３
０
０
円
。
鎌
倉
文
華

館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０

館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
5555
・
９
０
３
０

・
９
０
３
０

　

８
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で

　

８
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で

同
宮
境
内
で
ぼ
ん
ぼ
り
祭
が

同
宮
境
内
で
ぼ
ん
ぼ
り
祭
が

開
か
れ
る
。

開
か
れ
る
。

　

鎌
倉
を
知
り
そ
の
文
化
を

　

鎌
倉
を
知
り
そ
の
文
化
を

伝
え
よ
う
と

伝
え
よ
う
と
旅た

び
ゅ
ー
と

た
び
ゅ
ー
と人

の
大
西
広

の
大
西
広

朗
さ
ん
（

朗
さ
ん
（
4141
）
が
、
伝
統
芸

）
が
、
伝
統
芸

能
師
や
飲
食
店
店
主
、
観

能
師
や
飲
食
店
店
主
、
観

光
ガ
イ
ド
ら
有
志
に
よ
る

光
ガ
イ
ド
ら
有
志
に
よ
る

「
鎌
倉
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

「
鎌
倉
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
」の
会
を
６
月
に
発

ズ
ム
」の
会
を
６
月
に
発

足
し
７
月
か
ら
日
帰
り
の

足
し
７
月
か
ら
日
帰
り
の

ま
ち
歩
き「
か
ま
く
ら
あ

ま
ち
歩
き「
か
ま
く
ら
あ

る
き
」を
実
施
し
て
い
る
。

る
き
」を
実
施
し
て
い
る
。

　

大
西
さ
ん
は
鎌
倉
や
戸

　

大
西
さ
ん
は
鎌
倉
や
戸

塚
な
ど
か
ら
の
日
帰
り
・

塚
な
ど
か
ら
の
日
帰
り
・

宿
泊
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を

宿
泊
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を

企
画
し
て
き
た
が
、
コ
ロ

企
画
し
て
き
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
休
業
中
に
地
元
の
よ

ナ
禍
で
休
業
中
に
地
元
の
よ

さ
を
実
感
。
バ
ス
に
乗
ら
ず

さ
を
実
感
。
バ
ス
に
乗
ら
ず

に
楽
し
く
歩
く
ツ
ア
ー
を
す

に
楽
し
く
歩
く
ツ
ア
ー
を
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
北
鎌
倉
、
長

　

コ
ー
ス
は
、
北
鎌
倉
、
長

谷
・
極
楽
寺
、
鶴
岡
八
幡
宮

谷
・
極
楽
寺
、
鶴
岡
八
幡
宮

周
辺
、
大
町
周
辺
の
４
コ
ー

周
辺
、
大
町
周
辺
の
４
コ
ー

ス
で
、
１
回

ス
で
、
１
回
2020
人
ま
で
の
少

人
ま
で
の
少

人
数
制
、
ガ
イ
ド
レ
シ
ー
バ

人
数
制
、
ガ
イ
ド
レ
シ
ー
バ

ー
を
使
っ
て
の
案
内
な
の
で

ー
を
使
っ
て
の
案
内
な
の
で

密
を
避
け
ら
れ
る
。
鎌
倉
な

密
を
避
け
ら
れ
る
。
鎌
倉
な

ら
で
は
の
食
事
の
提
供
も
。

ら
で
は
の
食
事
の
提
供
も
。

　

７
月
８
日
の
「
大
町
御
成

　

７
月
８
日
の
「
大
町
御
成

さ
ん
ぽ
」に
は

さ
ん
ぽ
」に
は
1111
人
が
参
加
。

人
が
参
加
。

古
地
図
案
内
人
・
菅
原
司
郎

古
地
図
案
内
人
・
菅
原
司
郎

さ
ん
の
案
内
で
、
市
農
協
連

さ
ん
の
案
内
で
、
市
農
協
連

即
売
所
で
買
い
物
を
し
、
荻

即
売
所
で
買
い
物
を
し
、
荻

江
節
稽
古
場
で
三
味
線
の
ミ

江
節
稽
古
場
で
三
味
線
の
ミ

ニ
演
奏
と
話
を
聞
い
た
後

ニ
演
奏
と
話
を
聞
い
た
後
＝

写
真
写
真
、
妙
本
寺
、
元
八
幡
宮

、
妙
本
寺
、
元
八
幡
宮

な
ど
を
回
り
、
御
成
通
り
で

な
ど
を
回
り
、
御
成
通
り
で

昼
食
後
、
解
散
。

昼
食
後
、
解
散
。

　

腰
越
の
大
山
美
代
子
さ
ん

　

腰
越
の
大
山
美
代
子
さ
ん

（
7676
）は
「
荻
江
節
に
興
味
が

）は
「
荻
江
節
に
興
味
が

あ
っ
て
参
加
し
た
。
地
元
の

あ
っ
て
参
加
し
た
。
地
元
の

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
よ
か

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

９
月
か
ら
の
コ
ー
ス
は
Ａ

　

９
月
か
ら
の
コ
ー
ス
は
Ａ

北
鎌
倉
（
９
月

北
鎌
倉
（
９
月
1717
日
・
日
・
1010
月

2828
日
）
、
Ｂ
長
谷
・
極
楽
寺

日
）
、
Ｂ
長
谷
・
極
楽
寺

エ
リ
ア
（
９
月

エ
リ
ア
（
９
月
1414
日
・
日
・
1010
月

１
日
）
、
Ｃ
鶴
岡
八
幡
宮
＆

１
日
）
、
Ｃ
鶴
岡
八
幡
宮
＆

若
宮
大
路
（
９
月

若
宮
大
路
（
９
月
1414
日
・
日
・
1010

月
１
日
）、Ｄ
大
町
御
成
さ
ん

月
１
日
）、Ｄ
大
町
御
成
さ
ん

ぽ（
９
月

ぽ（
９
月
1717
日
・
日
・
1010
月
1313
日
）
日
）

　

各
午
前
か
午
後
の
半
日
コ

　

各
午
前
か
午
後
の
半
日
コ

ー
ス
。
参
加
費
は
食
事
付
で

ー
ス
。
参
加
費
は
食
事
付
で

６
千
円
〜
７
千
円
。
旅
人
☎

６
千
円
〜
７
千
円
。
旅
人
☎

０
４
５
・
２
７
０
・
６
９
７
３

０
４
５
・
２
７
０
・
６
９
７
３

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
大
き
な
禍
に
直
面

ス
と
い
う
大
き
な
禍
に
直
面

し
、
世
界
中
が
そ
の
終
息

し
、
世
界
中
が
そ
の
終
息

を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ

を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
私
た
ち
は
９

の
な
か
で
私
た
ち
は
９

年
前
に
東
北
地
方
を
襲

年
前
に
東
北
地
方
を
襲

い
、
２
万
人
も
の
犠
牲

い
、
２
万
人
も
の
犠
牲

者
を
出
し
た
東
日
本
大

者
を
出
し
た
東
日
本
大

震
災
の
大
惨
事
を
忘
れ
て
は

震
災
の
大
惨
事
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
教
訓
を

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
教
訓
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

「
第
７
回
東
日
本
被
災
児
童

「
第
７
回
東
日
本
被
災
児
童

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」

ー
ト
」
を
開
き
ま
す
。

を
開
き
ま
す
。

　

奇
跡
の
一
本
松
の
魂
柱
を

　

奇
跡
の
一
本
松
の
魂
柱
を

持
つ
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
バ
イ

持
つ
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
バ
イ

オ
リ
ン
」の
音
色
を
皆
さ
ま

オ
リ
ン
」の
音
色
を
皆
さ
ま

に
お
届
け
し
ま
す
。
主
催
は

に
お
届
け
し
ま
す
。
主
催
は

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
。

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
。

　

８
月
８
日
（
土
）
午
後
２

　

８
月
８
日
（
土
）
午
後
２

時
、
鎌
倉
芸
術
館
集
会
室
。

時
、
鎌
倉
芸
術
館
集
会
室
。

　

▽
第
一
部　

鎌
倉
マ
ジ
シ

　

▽
第
一
部　

鎌
倉
マ
ジ
シ

ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
マ
ジ

ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
の
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
と
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ

ッ
ク
シ
ョ
ー
と
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｍ
Ｉ
バ
イ
オ
リ
ン
の
出
来
る

Ｍ
Ｉ
バ
イ
オ
リ
ン
の
出
来
る

ま
で
」
の
お
話
ほ
か
。

ま
で
」
の
お
話
ほ
か
。

　

▽
第
２
部　

コ
ン
サ
ー
ト

　

▽
第
２
部　

コ
ン
サ
ー
ト

「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ィ
オ
ラ

「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ィ
オ
ラ

×
２
」丸
山
萌
音
揮
、丸
山

×
２
」丸
山
萌
音
揮
、丸
山

奏
、丸
山
研
也（
ト
ラ
ン
ペ
ッ

奏
、丸
山
研
也（
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
）で
、ピ
ア
ソ
ラ「

ト
）で
、ピ
ア
ソ
ラ「
9292
丁
目
丁
目

通
り
」、２
つ
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の

通
り
」、２
つ
の
ヴ
ィ
オ
ラ
の

た
め
の
小
品
集
よ
り
ほ
か
。

た
め
の
小
品
集
よ
り
ほ
か
。

　

２
８
０
０
円
、
前
売
２
５

　

２
８
０
０
円
、
前
売
２
５

０
０
円
、
小
学
生
千
円
。
収

０
０
円
、
小
学
生
千
円
。
収

益
は
「
鎌
倉
て
ら
こ
や
」
を

益
は
「
鎌
倉
て
ら
こ
や
」
を

通
し
て
被
災
児
童
支
援
に
、

通
し
て
被
災
児
童
支
援
に
、

一
部
は
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
へ

一
部
は
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
へ

寄
付
。
申
し
込
み
は
ガ
ソ
リ

寄
付
。
申
し
込
み
は
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
マ
ツ
ヤ
☎
０
４

ン
ス
タ
ン
ド
マ
ツ
ヤ
☎
０
４

６
７
・

６
７
・
2222
・
８
５
３
７　

・
８
５
３
７　

　

東
北
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

　

東
北
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力

顔
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
は
、

　

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
は
、

毎
週
火
曜
日
・
朝
６
時
半
か

毎
週
火
曜
日
・
朝
６
時
半
か

ら
ネ
ク
ト
ン
大
船
（
鎌
倉
市

ら
ネ
ク
ト
ン
大
船
（
鎌
倉
市

大
船
１
―

大
船
１
―
1212
―
1010
湘
南
第
５

湘
南
第
５

ビ
ル
）
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ビ
ル
）
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
事
務

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
事
務

局
☎
０
４
５

☎
０
４
５
･
３
１
５

３
１
５
･
２

４
３
３

４
３
３

　

海
藻
が
減
少
・
消
失
し
、海

　

海
藻
が
減
少
・
消
失
し
、海

藻
が
繁
茂
し
な
く
な
る
磯
焼

藻
が
繁
茂
し
な
く
な
る
磯
焼

け
は
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
に
よ

け
は
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
に
よ

る
海
藻
の
食
害
が
一
因
と
言

る
海
藻
の
食
害
が
一
因
と
言

わ
れ
る
。
県
内
沿
岸
で
も
起

わ
れ
る
。
県
内
沿
岸
で
も
起

き
て
い
て
、
ウ
ニ
を
養
殖
し

き
て
い
て
、
ウ
ニ
を
養
殖
し

て
商
品
化
で
き
な
い
か
と
県

て
商
品
化
で
き
な
い
か
と
県

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
指
導

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
指
導

で
小
坪
漁
業
協
同
組
合
と
合

で
小
坪
漁
業
協
同
組
合
と
合

同
会
社
こ
つ
ぼ
は
４
月
か
ら

同
会
社
こ
つ
ぼ
は
４
月
か
ら

逗
子
で
取
り
組
み
を
開
始
。

逗
子
で
取
り
組
み
を
開
始
。

　
「
キ
ャ
ベ
ツ
ウ
ニ
」は
廃
棄

　
「
キ
ャ
ベ
ツ
ウ
ニ
」は
廃
棄

さ
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
の
外
葉
を

さ
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
の
外
葉
を

利
用
し
て
育
て
る
手
法
。雑

利
用
し
て
育
て
る
手
法
。雑

食
性
の
ウ
ニ
に
様
々
な
エ
サ

食
性
の
ウ
ニ
に
様
々
な
エ
サ

を
試
し
た
中
で
キ
ャ
ベ
ツ
は

を
試
し
た
中
で
キ
ャ
ベ
ツ
は

食
い
つ
き
が
良
く
、
臭
み
の

食
い
つ
き
が
良
く
、
臭
み
の

少
な
い
身
が
つ
き
、
外
葉
に

少
な
い
身
が
つ
き
、
外
葉
に

は
さ
ら
に
有
効
な
成
分
が
含

は
さ
ら
に
有
効
な
成
分
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
。

ま
れ
て
い
る
こ
と
も
判
明
。

地
元
ス
ー
パ
ー「
ス
ズ
キ
ヤ
」

地
元
ス
ー
パ
ー「
ス
ズ
キ
ヤ
」

か
ら
販
売
前
に
外
す
キ
ャ
ベ

か
ら
販
売
前
に
外
す
キ
ャ
ベ

ツ
の
葉
が
提
供
さ
れ
た
。

ツ
の
葉
が
提
供
さ
れ
た
。

　

同
漁
協
で
は
理
事
で
漁
師

　

同
漁
協
で
は
理
事
で
漁
師

の
座
間
太
一
さ
ん（

の
座
間
太
一
さ
ん（
5555
）を
中
）を
中

心
に
、
沿
岸
で
採
取
し
た
ウ

心
に
、
沿
岸
で
採
取
し
た
ウ

ニ
約
１
５
０
０
個
を
入
れ
る

ニ
約
１
５
０
０
個
を
入
れ
る

１
㌧
水
槽
５
つ
を
設
置
。
死

１
㌧
水
槽
５
つ
を
設
置
。
死

ん
だ
ウ
ニ
や
糞
を
取
り
除
く

ん
だ
ウ
ニ
や
糞
を
取
り
除
く

作
業
や
水
温
管
理
、
キ
ャ
ベ

作
業
や
水
温
管
理
、
キ
ャ
ベ

ツ
を
塩
漬
け
に
し
て

ツ
を
塩
漬
け
に
し
て

沈
め
て
与
え
る
な
ど

沈
め
て
与
え
る
な
ど

地
道
な
試
行
錯
誤
で

地
道
な
試
行
錯
誤
で

約
１
３
０
０
個
の
ウ

約
１
３
０
０
個
の
ウ

ニ
を
育
て
上
げ
た
。

ニ
を
育
て
上
げ
た
。

　

７
月
初
旬
ス
ズ
キ
ヤ
店
頭

　

７
月
初
旬
ス
ズ
キ
ヤ
店
頭

で
は
約
２
０
０
個
が
完
売
。

で
は
約
２
０
０
個
が
完
売
。

座
間
さ
ん
が
シ
ェ
フ
を
務
め

座
間
さ
ん
が
シ
ェ
フ
を
務
め

る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

る
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
・
ベ
ル
デ
」で
も
キ
ャ
ベ

「
ラ
・
ベ
ル
デ
」で
も
キ
ャ
ベ

ツ
ウ
ニ
使
用
の
メ
ニ
ュ
ー
が

ツ
ウ
ニ
使
用
の
メ
ニ
ュ
ー
が

７
月
８
・
９
日
限
定
で
提
供

７
月
８
・
９
日
限
定
で
提
供

さ
れ
さ
れ
＝
写
真

＝
写
真
、
さ
っ
ぱ
り
と

、
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
甘
み
が
好
評
だ
っ
た
。

し
た
甘
み
が
好
評
だ
っ
た
。

　

座
間
さ
ん
は
「
さ
ら
に
ウ

　

座
間
さ
ん
は
「
さ
ら
に
ウ

ニ
の
身
入
り
を
増
や
せ
る
よ

ニ
の
身
入
り
を
増
や
せ
る
よ

う
研
究
を
続
け
、
来
年
は
市

う
研
究
を
続
け
、
来
年
は
市

内
の
他
の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ

内
の
他
の
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ

ー
に
も
加
え
た
い
」
と
目
標

ー
に
も
加
え
た
い
」
と
目
標

を
掲
げ
た
。

を
掲
げ
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　
「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」「
車

　
「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」「
車

を
で
き
る
だ
け
高
く
売
り
た

を
で
き
る
だ
け
高
く
売
り
た

い
」そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し
た

い
」そ
ん
な
人
に
お
勧
め
し
た

い
の
が
、
鎌
倉
エ
リ
ア
で
多
数

い
の
が
、
鎌
倉
エ
リ
ア
で
多
数

の
実
績
を
も
つ
、車
買
取
店「
ハ

の
実
績
を
も
つ
、車
買
取
店「
ハ

ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ

ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
」
。

鎌
倉
店
」
。

　

大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、
地

　

大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、
地

域
密
着
の
出
張
査
定
に
特
化
す

域
密
着
の
出
張
査
定
に
特
化
す

る
こ
と
で
、
抑
え
た
経
費
を
買

る
こ
と
で
、
抑
え
た
経
費
を
買

取
金
額
に
還
元
し
、
高
額
買
取

取
金
額
に
還
元
し
、
高
額
買
取

を
実
現
。

を
実
現
。

　

「
大
切
に
し
て
き
た
車
を
手

　

「
大
切
に
し
て
き
た
車
を
手

放
す
の
は
不
安
な
こ
と
。
丁
寧

放
す
の
は
不
安
な
こ
と
。
丁
寧

・
確
実
な
対
応
で
『
安
心
』
し

・
確
実
な
対
応
で
『
安
心
』
し

て
売
却
で
き
る
、
地
元
車
買
取

て
売
却
で
き
る
、
地
元
車
買
取

店
の
当
社
に
お
任
せ
く
だ
さ

店
の
当
社
に
お
任
せ
く
だ
さ

い
。」
と
坂
野
代
表
。

い
。」
と
坂
野
代
表
。

　

同
店
で
は
他
社
で
査
定
額
が

　

同
店
で
は
他
社
で
査
定
額
が

０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最
低

０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最
低

２
万
円
以
上
で
買
取
る
（
１

２
万
円
以
上
で
買
取
る
（
１

６
０
０

６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円
以

以
下
は
５
千
円
以

上
）
。
出
張
査
定
だ
か
ら
外
出

上
）
。
出
張
査
定
だ
か
ら
外
出

不
要
。

不
要
。

　

手
続
き
か
ら
引
き
取
り
ま
で

　

手
続
き
か
ら
引
き
取
り
ま
で

無
料
で
行
っ
て
く
れ
る
。
売
却

無
料
で
行
っ
て
く
れ
る
。
売
却

を
考
え
て
い
る
人
は
一
度
、
査

を
考
え
て
い
る
人
は
一
度
、
査

定
を
依
頼
し
て
み
て
は
い
か
が

定
を
依
頼
し
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

だ
ろ
う
か
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

鎌
倉
店

（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　

（
七
里
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
8181
・
４
６
４
１

・
４
６
４
１

９
時
〜

９
時
〜
2121
時
・
定
休
日
な
し

時
・
定
休
日
な
し

3535

「
善
男
善
女
」

黒
川　

明

鎌
倉
ゆ
か
り
の
文
化
人
の
書
画
一
堂
に

鎌
倉
ゆ
か
り
の
文
化
人
の
書
画
一
堂
に

文
華
館
で
ぼ
ん
ぼ
り
展

文
華
館
で
ぼ
ん
ぼ
り
展

鎌
倉
の
魅
力
を
再
発
見

鎌
倉
の
魅
力
を
再
発
見

「
か
ま
く
ら
あ
る
き
」
９
月
も
開
催

「
か
ま
く
ら
あ
る
き
」
９
月
も
開
催

☆
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会

☆
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会 

通
信
通
信

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉
を
梁
山
泊
に
！

東
日
本
被
災
児
童
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

6363

〝
キ
ャ
ベ
ツ
ウ
ニ
〞

〝
キ
ャ
ベ
ツ
ウ
ニ
〞

小
坪
か
ら
出
荷

小
坪
か
ら
出
荷

車
の
売
却
を
お
考
え
の
方
へ

車
の
売
却
を
お
考
え
の
方
へ

鎌
倉
で
安
心
の
車
買
取
店

鎌
倉
で
安
心
の
車
買
取
店

　

電
話
一
本
、
無
料
で
出
張
査
定

　

電
話
一
本
、
無
料
で
出
張
査
定

「感染症対策も万全にして「感染症対策も万全にして
査定に伺います」査定に伺います」

モトキ＆カナデ姉弟モトキ＆カナデ姉弟

　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―

　
　

鎌
倉
市
大
船
１
―
1515
―
３
―
３

　

☎

　

☎
０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
4747
・
５
４
５
４

・
５
４
５
４　

 http://www.hyuuga.co.jp
http://www.hyuuga.co.jp

　

鎌
倉
山
で
築

　

鎌
倉
山
で
築
8080
年
位
の
古
民

年
位
の
古
民

家
の
再
生
工
事
が
始
ま
り
ま
し

家
の
再
生
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
道
路
か
ら
一
段
低
く
な
っ

た
。
道
路
か
ら
一
段
低
く
な
っ

て
い
る
所
に
造
ら
れ
て
お
り
、

て
い
る
所
に
造
ら
れ
て
お
り
、

２
階
に
玄
関
が
あ
る
よ
う
な
家

２
階
に
玄
関
が
あ
る
よ
う
な
家

で
す
。

で
す
。

　

擁
壁
を
１
カ
月
位
か
け
て
造

　

擁
壁
を
１
カ
月
位
か
け
て
造

り
、
壁
の
撤
去
作
業
に
取
り
掛

り
、
壁
の
撤
去
作
業
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
壁
は
昔
な
が
ら

か
り
ま
し
た
。
壁
は
昔
な
が
ら

の
造
り
方
で
『
木
舞
』
を
組
ん

の
造
り
方
で
『
木
舞
』
を
組
ん

だ
土
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全

だ
土
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全

て
の
壁
が
土
壁
で
す
の
で
重
さ

て
の
壁
が
土
壁
で
す
の
で
重
さ

は
相
当
の
も
の
で
し
た
。

は
相
当
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
瓦
か
ら
ガ
ル
バ
リ

　

そ
の
後
、
瓦
か
ら
ガ
ル
バ
リ

ウ
ム
の
屋
根
に
造
り
か
え
る
為

ウ
ム
の
屋
根
に
造
り
か
え
る
為

瓦
を
下
ろ
し
、
垂
木
を
取
り
替

瓦
を
下
ろ
し
、
垂
木
を
取
り
替

え
、
野
地
板
を
新
し
い
も
の
に

え
、
野
地
板
を
新
し
い
も
の
に

換
え
ま
し
た
。
瓦
は
昔
な
が
ら

換
え
ま
し
た
。
瓦
は
昔
な
が
ら

の
葺
き
方
で『
と
ん
と
ん
』が
敷

の
葺
き
方
で『
と
ん
と
ん
』が
敷

か
れ
て
い
ま
し
た
。
瓦
を
固
定

か
れ
て
い
ま
し
た
。
瓦
を
固
定

す
る
た
め
の
土
も
沢
山
使
わ
れ

す
る
た
め
の
土
も
沢
山
使
わ
れ

て
い
て
大
変
な
作
業
で
し
た
。

て
い
て
大
変
な
作
業
で
し
た
。

　

壁
と
屋
根
の
撤
去
で

　

壁
と
屋
根
の
撤
去
で
1010
数
ト
数
ト

ン
の
重
さ
が
軽
減
さ
れ
、
相
当

ン
の
重
さ
が
軽
減
さ
れ
、
相
当

軽
い
家
に
な
り
ま
し
た
。
耐
震

軽
い
家
に
な
り
ま
し
た
。
耐
震

補
強
工
事
も
併
せ
て
行
う
の

補
強
工
事
も
併
せ
て
行
う
の

で
、
仕
上
が
れ
ば
新
築
し
た
家

で
、
仕
上
が
れ
ば
新
築
し
た
家

と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
位
の
丈
夫

と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
位
の
丈
夫

な
家
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

な
家
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

家
自
体
が
大
き
か
っ
た
の
で

　

家
自
体
が
大
き
か
っ
た
の
で

減
築
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

減
築
す
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

間
取
り
や
内
装
・
設
備
が
新
し

間
取
り
や
内
装
・
設
備
が
新
し

く
な
る
の
で
、
昔
な
が
ら
の
趣

く
な
る
の
で
、
昔
な
が
ら
の
趣

は
残
し
つ
つ
、
味
わ
い
の
あ
る

は
残
し
つ
つ
、
味
わ
い
の
あ
る

終
の
棲
家
に
大
変
身
で
す
。

終
の
棲
家
に
大
変
身
で
す
。

　

工
事
中
に
つ
き
普
段
見
ら
れ

　

工
事
中
に
つ
き
普
段
見
ら
れ

な
い
所
が
沢
山
あ
る
の
で
、
事

な
い
所
が
沢
山
あ
る
の
で
、
事

前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
ご

前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
ご

案
内
し
ま
す
。
古
民
家
大
改
装

案
内
し
ま
す
。
古
民
家
大
改
装

耐
震
補
強
の
決
定
版
の
見
学
会

耐
震
補
強
の
決
定
版
の
見
学
会

で
す
。
趣
の
あ
る
古
民
家
に
お

で
す
。
趣
の
あ
る
古
民
家
に
お

住
ま
い
の
方
は
必
見
で
す
。

住
ま
い
の
方
は
必
見
で
す
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

古
民
家
再
生
公
開

古
民
家
再
生
公
開
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鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０２０年（令和２年）８月１日 第497号 1部　110円 （４）


